
                                
研究資料 No.11-05 

 

 
 
 
 
 

新世代復原性基準に関する調査研究 
 
 
 

 

 

（2011 年度報告書） 
 
 
 
 
 
 
 

2012 年 3 月 
 

財団法人 日本船舶技術研究協会 
 

助成事業

kuroda-n
テキストボックス
 　概　　要



はしがき 

 

 本報告書は、日本財団の 2011 年度助成事業「船舶関係諸基準に関する調査研究」の一環として、新世代

復原性プロジェクトにおいて実施した「新世代復原性基準に関する調査研究」の成果をとりまとめたもの

である。なお、本調査研究は、2010 年度に引き続き、本プロジェクトにおいて実施したものである。 

本プロジェクトでは IMO（国際海事機関）/ SLF（復原性・満載喫水線・漁船安全小委員会）での審議に

関する検討として、新世代復原性基準の策定、旅客船の損傷時における安全帰港のための運航ガイドライ

ンの検討、SOLAS 条約へのストックホルムアグリーメントの導入及び SOLAS II-1 章改正案の検討、強制

平衡装置（クロスフラッディング装置）の評価ツール開発、を行った。 
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